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　The purpose of this study is to explore the meaning of expressions created by clients in Art Therapy, with focus on 
papier collé and découpés.
　First, I will examine the influence of “form” in Japanese Art on Western Art in the 20th century. Second, I will 
study how Western Art in the 20th century function under the effect of Japonism from the viewpoint of Cubism 
and Divisionism, then approach gouaches découpés that Henri Matisse worked on. Finally, I will compare these Art 
forms with the expression of clients in Art Therapy. Consequently, the following points are found vital；
　1． Clients try experimental expressions during the reform period of the self, in ways that are common with the 
history of art.
　2． Clients tend to use color division expressions in the early stage of the therapy to display oneʼs feelings.
　3． Clients tend to make découpés at the self-reconstruction stage in the therapy.
　4． After having experienced division expressions and découpés, clients come to utilize standard expressions of 
collage, and become able to treat a negative space （leave some open space instead of filling up the entire space 
for fear of leaving blank places）.
　In conclusion, it was found that découpés was used by clients at the time of self-reconstruction, which is a crucial 
period during the therapy.
1）　放送大学准教授（「心理と教育」コース）
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ィア　ちくま学芸文庫　2013（John Berger Way of 
Seeing Copyright Penguin Books Ltd, 1972）
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ART Texte, notes et index etablis par Dominique 
Fourcade Hermann, Paris, 1972 / ガストン・ディール
















（Henri Matisse Jazz ⒸPress Verlag, Munich, Berlin, 
London, New York, 2000）
 （2014年10月22日受理）
11． papier colléとgouaches découpésという
芸術表現と芸術療法のつながり
　レオン・アルベルティ（Leon Battista Alberti、
1404-1472）は、『絵画論』（1435）のなかで「絵画は
物とその周囲との関係を表現するものである」と述べ
ている。クライエントにとっても、「絵画などの表現
は物とその周囲との関係を表現するもの」であり、表
現されたものはクライエントとその周囲をとりまく関
係の何らかの表現（象徴表現）」であると言い換える
ことができる。
　マティスの「…一つ一つの構図のなかで、対象はそ
の力を保ちながら全体の一部をなすように新しい記号
にならないといけない。要するに、一つ一つの作品は
制作中にその場面の必要性から創案された記号の総体
です。そのためにそれらが創造された構図を離れた
ら、これらの記号は何の働きも持たないのです」とい
う言は、そのままコラージュ表現における紙片と構成
の関係にもあてはまり、クライエントの表現にも通じ
ている。
　緊迫した余裕のない状態、あるいは、外部からの侵
入を避けるときには、余白を残さず、オブジェに翻弄
されて、建設的なイマージュを発揮できないか、イマ
ージュ自体を封印している可能性がある。少し自分に
余裕ができ、外部からの刺激を受け入れる体制ができ
てくると、余白を作ることができるようになる。空白
には、イマージュ力をこめ、その機能を発揮させるこ
とで、オブジェにイマージュを投入することができる
ようになる。papier collé・コラージュには、オブジ
ェとイマージュ双方を包括する力が潜んでいることに
より、クライエントにも、オブジェを用いてイマージ
ュの回復を手助けすることにより、程よいバランスの
「現実回復」を作り上げることができよう。
　「筆触分割」は、混沌とした問題性を「わける」こ
とで心の整理を促し、いったんオブジェとイマージュ
を分けて整理することで、自らに起こっていることを
把握していく作用があろう。「色彩分割」も混ざり合
わないことで、侵入される恐怖を回避し、仮想に混色
される作用を持ちながら、実際は個別であることによ
り安心を生み、並列より併存、共存の経験を積み重ね
ることができると考えられる。
　自己の形成・再構成段階では、「色彩に直接はさみ
を入れて」「色をデッサンする」ことで、自分という
ものを、カラー（自分に似合う色でありキャラクタ
ー）をつけてかたちづくることができうる。マティス
が、人生をかけて、マティスとしてのアイデンティテ
ィを確立したgouaches découpésという表現は、クラ
イエントにとっても、ある時点での、自己の再生・再
構成・アイデンティティの確立のスタートに位置付け
られ、とても大切な時期に必要とされる技法であると
考えられる。
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